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ルフ次元 h(τ) がτに関するパラメータ空間 A で連続であり、その内部で実解析的で
かつ劣調和であること、A 内の各点τで 1<h(τ)<2 であること、A においてτの絶対値






and Continuous Dynamical Systems Ser. A. という雑誌に査読有論文として出版され
ている。この論文は３名による共著論文で、伊縫氏が責任著者である。 
（２）では上記の無限等角反復関数系を扱い、A 内の各点τにおいて、極限集合 J(τ)
の h(τ) 次元のハウスドルフ測度が0となることを示した。これは有限等角反復関数系 
























































解析的族の一般論を援用することにより、D. Mauldin とM. Urbanskiの研究の大幅な
一般化を行うことに成功し、複素連分数展開と付随する反復関数系について新しい種
類の話題を提供することとなった。（１）の内容を伊縫氏が責任著者として３名によ
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